矯正学的歯の移動による痛みが自律神経機能に与える影響 by 大場 純




神奈川歯科大学       総合歯科学講座         助手 大場 純に 
 
対する最終試験は、主査       木本克彦教授、副査      李 昌一教授、 
 




また、外国語の試験は、主査    木本 克彦教授によって、英語の文献読解力に 
 














           主 査 教 授   木本 克彦 
          
                     副 査 教 授   李 昌一 
 









                                  
矯正学的歯の移動による痛みが自律神経機能に与える影響 
                                   












助手 大場 純           
 
（指 導：吉田 和市 教授） 
 
主 査 教 授 木本 克彦 教授             
 
副 査 教 授 李 昌一 教授             
  






論 文 審 査 要 旨 












は、長さ 10cmの Visual Analogue Scale(VAS)を使用し、数値化した。瞳孔対光反射
は赤外線電子瞳孔計 （IriscorderC7363、浜松ホトニクス社製）を用いて計測した。検






VD は VAS 値と正の相関があった。また、各検討項目のコントロールデータは自律神
経の日内変動を示していたが、実験データでは明らかにこの日内変動に変調がみられた。 
今回の実験の歯の移動による痛みは主観的評価では、VAS 値の平均値の最大が 2.43±
0.78 程度の痛みであったが、瞳孔対光反射による客観的評価では自律神経系への影響とし
て交感神経系を賦活し、生体のホメオスタシスとして重要な機能である日内変動が維持で
きないほど強い影響を及ぼしていた。以上のことから、矯正歯科治療時の歯の移動による
痛みは、その程度は強くなくても、不快な情動が生じ、生体にとっては大きなストレスと
なっている可能性が示唆された。 
本審査委員会は、自律神経機能の測定に被験者への侵襲のない電子瞳孔計を用いた点、
眼科と歯科の共同研究による成果である点、矯正歯科治療時の歯の移動による痛みが、
その程度が小さくても自律神経機能に与える影響は大きいことを明らかにした点、にお
いて本研究の内容を高く評価し、申請者が博士（歯学）の学位に十分値するものと認め
た。 
